参院本会議での強行採決するな
委員会に差し戻し徹底審議を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年12月6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪平和委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本　敦

　昨日、自民、公明の与党は、参院特別委員会での審議を一方的に打ち切り、委員長の声も聞きとれないなかで、「特定秘密保護法案」の採決を強行しました。そして、本日午後からの参院本会での採決の強行をめざしています。
　このような民主主義否定の暴挙は許せません。マスコミも「民主主義の否定」「何一つ懸念がぬぐえていない」「与党は議論を尽くそうとしないばかりか、非民主的な手段に訴えている」（東京新聞）、「首相はほとんど答弁に立たず、強行採決で押し通した。政権は自民党『1強』の数の力を頼りに、国民の懸念に応える説明責任を放棄した」（朝日新聞）と、厳しく批判しています。

　大阪平和委員会は、安倍政権に対しこうした国民やマスコミの声を謙虚に聞くとともに、次の三つのことを求めます。
· 本会議での強行採決はするな！　
· 委員会に差し戻し徹底審議をおこなえ！
· 「秘密保護法案」は廃案にせよ！　
この抗議文は
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に送付しました。








